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陰 嚢 内海 綿状 血 管 腫 の1例

国立京都病院泌尿器科(医 長:福 山拓夫)
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CAVERNOUS HEMANGIOMA OF THE  SCROTUM  : 

            A CASE REPORT

Yasuo AWAKURA, Masakazu YAMAMOTO , Shigeki FUKUZAWA, Takuo FUKUYAMA

From the Department of Urology, Kyoto National Hospital

   A 19-year-old male consulted our department, complaining of a painful scrotal mass. On 

palpation, the mass was discriminated from testis, epidydimis, and spermatic cord in the left scrotum. 
He underwent total excision of the mass. Pathologic examination revealed cavernous hemangioma. 
Scrotal hemangioma is a relatively rare lesion and this is the 37th case reported in Japan. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  44:  751-753, 1998) 
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緒 言

陰嚢内血管腫は精巣,精 巣上体,精 索とは別に発生

する比較的稀な疾患である.わ れわれは,19歳 男性に

生じた陰嚢内海綿状血管腫の1例 を経験 したので報告

する.

症 例

患者:19歳,男 性

主訴:疹 痛を伴 う陰嚢内腫瘤

既往歴:18歳 時,健 診にて三尖弁閉鎖不全症を指摘

されたが,特 に治療は行っていない.

家族歴:特 記事項なし

現病歴:1996年10月 頃より外傷などの既往なしに陰

嚢に腫瘤を触れるようになった.増 大傾向が認められ

痙痛を伴うようになったのでll月7日 当科受診 した.

現症:身 長171cm,体 重56kg.一 般状態は良好.

視触診上,全 身の皮膚や骨格に特記すべき所見を認め

なかった.局 所所見では,左 陰嚢内に精巣,精 巣上体

および精索とは別に表面不整,弾 性硬で胡桃大の腫瘤

を認め,圧 痛があった.拍 動は触れなかった.腫 瘤直

上の皮膚は一部暗青色であ り,腫 瘤との間に癒着を認

めた.

検査所見;超 音波検査で左陰嚢皮膚直下に嚢胞性の

腫瘤像を認めた(Fig.1).右 陰嚢内は正常であった.

血液 一尿検査では特に異常を認めなかった.以 上より

血管腫 を疑い,ll月19日 陰嚢内腫瘤摘除術 を施行 し

た.

手術所見:腫 瘤直上の皮膚に切開を加えると皮下に

暗青色で多胞性の腫瘤を認めた.腫 瘤の破裂による血

腫は認めなかった.肉 様膜より腫瘤を剥離 し,一 部皮
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Fig. 1. Scrotal ultrasonography showed a 

       hypoechoic lesion.
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Fig. 2. Macroscopic appearance. The multi-

      cystic mass was filled with blood.

膚を含めて摘除 した.重 量は30gで あった.

病理所見:標 本は多胞性嚢腫状で,中 に血液の充満
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Fig.3.MicroScopicobservationrevealedcavernoushemangioma(H.E.stain,a×10,b×40).

TableI・HemangiomaofthescrotumreportedinJapan

No.報 告 者 ・年度 年齢 重 量(g)患 側 組織診断 文 献
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が み られた(Fig.2).顕 微 鏡的には一層 の内皮細胞 を

有する不規則 に拡張 した血管の増生が認 められ,海 綿

状血管腫 と診断 した(Fig.3).

経 過:術 後経 過良好で11月26日 退院 した.1998年3

月現在再発 を認 めていない.

考 察

血管腫 は最 も頻度の高 い先天性病変 と言われている

が,外 性器に生 じる血管腫 は全体の約2%と 報告 され

てお り1),比 較 的稀 である.Gibsonは 陰嚢 の血 管性

病変 を陰嚢真皮 よ り生 じるhemangiomaofskinと 陰

嚢皮 下組 織 よ り生 じるhemangiomaofsubconnec.

tivetissueに 分 類 している2)前 者 はaingiokeratoma

とも言 われ,高 齢者 に比較的多 く認 められ る.後 者に

相当す る陰嚢 内血管腫は比較的稀な疾患であ り,欧 米

で はCooperら が35例 集 計 して報告 している3)本 邦

で は 自験 例 を含 め て文 献 上37例 が報告 され て いる

(Table1).

本邦 報告例で は,受 診時年齢は2-75歳(平 均19.8

歳)で あ り,24例 が20歳 以 下で ある,患 側 は左が23

例,右 が13例(記 載な しが1例)で ある.症 状 は大部

分が無痛性 の陰嚢腫瘤であるが,自 験例の ように疹痛

を伴 うものが9例 あ り,急 激 な腫瘤 の増大によ り周囲

の組織が圧排 された ことが原因 と思 われ る.外 力 によ

り血管腫が破裂 し陰嚢 内血腫 を形成 した ものが4例 あ

る.血 管腫の重量 は2～546g(平 均83.5g)で あ り,

組織診断は海綿状血管腫が17例(静 脈性 との混在 を含

む),リ ンパ管腫 との混合型が7例,静 脈性血管腫 が

4例,動 静脈性血管腫が2例,毛 細血管性血管腫が1

例,詳 細不 明が6例 である.

診 断 は皮膚の色調の変化 を伴 った弾性の無痛性陰嚢

腫瘤 を認めれば本症が疑 われ るが,術 前 に診断で きた

報告例 は少 ない.触 診上精巣,精 巣上体,精 索 との境

界が不明瞭 な場合,精 巣 精巣上体腫瘍,精 索静脈瘤

との鑑別が 問題 となる.近 年超音波検査の有効性が指

摘 されてお り4・5),精 巣,精 巣 上体,精 索 とは別に多

胞性の腫瘤が認め られることが多い.

確 定診断 は組織診 断によるが,リ ンパ管腫 や他の問

葉系腫瘍 の混在が疑 われ る場合 またはそれ らとの鑑別

が困難 な場合,第 皿因子関連抗 原などによる免疫染色

が有用である6)ま た,欧 米 では血管腫 の家族歴 のあ

る症例7)や 遺伝 性疾患 に合併 した症例8)も 報 告 されて

お り,特 に若年者 の場合 は念頭 にお く必要が ある.

治療は,本 邦では全例に腫瘤摘除が行われている.

腫瘤が大きい場合,術 前に血管造影によって周囲血管

との交通の確認および支配動脈の同定を行い,動 脈結

紮や塞栓を実施 している報告例 もある5'9)術 後は再

発や悪性化の報告はなく比較的良好である.

陰嚢内の温度上昇によると思われる無精子症が2例

報告されてお り5・9).若年者で比較的腫瘤が大きい場

合,精 巣生検と術前後の精液検査によって造精能の精

査を行うことが必要と考えられる.

結 語

陰嚢内血管腫は比較的稀な疾患であり,自 験例は本

邦第37例 目であった.本 邦報告例 を集計し,若 干の文

献的考察を加えた.

本論文の要旨は第158回 日本泌尿器科学会関西地方会にお

いて発表した.
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